
 

 

宮城県仙台二華中学校 

令和７年度学校だより 第１号 

【発行日】 令和７年４月１５日 

【連絡先】 ０２２-２９６-８１０４ 

【文  責】 副校長 伊藤 進 

【校  訓】 『進取創造』『至誠貢献』  

【教育方針】 豊かな心と高い知性をもち、進取の気風と創造性にあふれ、社会のリーダーとして、 

わが国や世界の発展に貢献できる人間を育成する。 

※題字「華となれ」には、社会に貢献できる真のリーダー（華＝社会の中心）となってほしいという願いを込めています。 

 

令和７年度入学式  
令和７年度の入学生１０４名が新たに二華生の仲間に加わり、全校生徒３１４名で宮城県仙台二華中学校がスタート

しました。二華中は、今年度も生徒と教職員が心をひとつにして、『進取創造』『至誠貢献』の校訓の下、皆様から愛され

る学校を目指し取組を進めてまいります。 

 

《 新入生代表の言葉 》    仙台二華中学校 入学生代表 Ｋ．Ｋ さん 
 

暖かな日差しの下、生き物も花々も、すべての生命が一斉に目を覚

まし、輝き出す、そんな希望に満ちた今日という日。私たちは、この

宮城県仙台二華中学校に入学します。 

本日は私たち新入生のために、このような立派な入学式を開いてい

ただき、誠にありがとうございます。この二華中学校には、様々な小

学校から仲間たちが集まっています。新しい環境に緊張もあります

が、それ以上に、新たな仲間たちと共に学び、成長していくことが楽

しみです。これから始まる中学校生活において、海外研修やイングリ

ッシュキャンプなど、この学校ならではの行事があると聞いていま

す。実践的な英語を学び、自分の知識に磨きをかけるため、私は特に

英語の学習に意欲的に取り組みたいと思います。また、学習面だけではなく、部活動や学校行事にも積極的に参加して、思い

出を作りながら学業と部活動の両立に努めたいです。 

現在、世界ではさまざまな争いが続いています。痛ましい対立が一刻も早く終わることを願うとともに、私たち自身が「ど

うすれば戦争が起こらないのか」を進んで考え、未来の社会を支えるリーダーとなれるよう、中学校生活を通じて努力してい

きたいと思います。 

これから、私たち一年生は一丸となっていろいろな経験を積み、切磋琢磨し合いながら将来の夢や希望に向かっていきます。

先生方、先輩の皆さん、御指導のほどよろしくお願いします。仙台二華中学校の生徒であることに誇りを持ち、これからの学

校生活において、仲間たちとの友情を深め、自らを成長させることを誓い、入学の言葉といたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生徒会入会式」  ～ 先輩が入学生を歓迎 ～ 

 ４月１０日（木）に生徒会入会式がありました。５校時は高校と合同

で年間行事の紹介動画を視聴しました。６・７校時は第二体育館に会場

を移し、中学校生徒会執行部が企画した学校生活動画の視聴と部活動紹

介を見学しました。１年生はこれからの学校生活をイメージすることが

できたようでした。その後、縦割り活動の「みちのく交流プロジェクト」

に取り組みました。１年生のにこやかな表情も見られ、先輩・後輩の絆

づくりの和やかなスタートを切ることができました。 

令和７年度入学式 式辞    宮城県仙台二華中学校・高等学校長  村上 孝志 
 

桜の花が咲き誇り、美しい季節の訪れを感じさせるこの春の良き日に、宮城県仙台二華中学校・高等学校に希望に満ち

た新入生を迎えることができること大変うれしく思います。 

また、本日は、多くの来賓の皆様、保護者の皆様方の御臨席を賜り、ここに令和７年度入学式を挙行できますこと、 衷

心より厚く御礼申し上げます。 

ただいま入学を許可いたしました中学校１０４名、高等学校２４０名の新入生の皆さん、入学おめでとうございます。

皆さんの入学を職員・在校生一同心から歓迎いたします。 

本校は、１９０４年、私立東華女学校として創立されたのを始まりに、幾度かの再編を経て、今年、１２１周年を迎え

た伝統ある学校です。 

本校の長い歴史の中で、平成の時代、日本の教育界が変革の時期を迎えると、長く続いた第二女子高等学校において

も、率先して先進的な学校改革を進めようとする気運が高まりました。特に、京都のある高校が、今では日本の学校教育

の中心となっている探究学習をいち早く学校の授業に取り入れたのを機に、本校では東日本で一番の探究をリードする

学校を作ろうとプロジェクトが発足しました。柱とするのは、国際的な探究を行うインターナショナル・スタディー 「Ｉ

Ｓ」と、理系的な探究を行うサイエンティフィック・リサーチ「ＳＲ」で、それとともに中高一貫校を目指すという、当

時では壮大なスケールの構想でした。 

そして、２０１０年（平成２２年）に全国から多くの注目を浴びながら、仙台二華中学校・高等学校がスタートし、 今

年、１６年目を迎えています。本校の教育活動の柱であるＩＳ・ＳＲは、２０１４年に文部科学省から指定されたＳＧＨ

「スーパーグローバルハイスクール」の取組で大きな発展を遂げ、現在では、高校において、国際基準の授業を行い、単

位認定を受ける、ＩＢ「国際バカロレア」のプログラムの実施にも至っています。 

このような変遷を遂げた結果、本校には、他の学校にはない、入学する皆さん一人一人の夢をかなえる様々な教育プロ

グラムがあります。仙台二華で新たな友と出会い、共に学び、時には競い合いながら、大きな夢、大きな志に向かって

日々邁進してほしいと願っています。 

そこで、新入生の皆さんに贈りたい言葉が一つあります。The sky is the limit. 直訳すれば、「空が限界だ」となり

ますが、実際は、空には天井がなく、果てしなく宇宙まで続いています。つまり、The sky is the limit.とは、「限界と

いうものはない」という意味です。皆さんの可能性は無限大です。限界はありません。これから始まる学校生活の中で

は、何かにつまずいたり、ぶつかったりすることが何度かあると思います。そのようなときは、空を見上げ、The sky is 

the limit.この言葉をつぶやき、自分の可能性を信じて、何度でも立ち上がり、リスタートしてほしいと思います。我々

教職員も、全力でサポートします。 

最後に、保護者の皆様におかれましては、本日入学許可を得て、立派に成長し、自信に満ちあふれたお子様の姿をご覧

になり、今日までの日々を思い返されて感慨もひとしおのことと拝察いたします。職員を代表いたしまして、心よりお慶

び申し上げます。 

これから始まる学校生活では、お子様が時には悩み、時にはつらいと感じる時もあるかと思います。成長過程において

は必要なことではありますが、ご家庭におかれましても、是非お子様に寄り添い、励まし、日々支えていただければとお

願い申し上げます。 

それでは、新入生の皆さんの、仙台二華での活躍と大いなる成長を祈念し、式辞といたします。 

部活動紹介の様子 


